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第
一
三
章
　
方
　
　
　
言

第
一
節　
位
置
づ
け
と
地
域
差

種
子
島
で
話
さ
れ
て
い
る
方
言
は
、
伝
統
的
な
方
言
区
画
論
で
は
九
州

方
言
の
う
ち
の
薩
隅
方
言
（
鹿
児
島
県
で
話
さ
れ
る
方
言
）
に
分
類
さ
れ

る
（
東
條　

一
九
五
四
）。
し
か
し
、
イ
段
、
ウ
段
で
終
わ
る
語
が
つ
ま

る
音
に
な
る
「
入
声
化
」
と
い
う
現
象
が
見
ら
れ
な
い
な
ど
、
薩
隅
方
言

的
な
特
徴
が
薄
い
こ
と
（
①
）
や
形
容
詞
の
カ
語
尾
や
逆
接
（
～
け
ど
）

の
接
続
助
詞
に
「
バ
ッ
テ
」
を
使
う
、「
～
し
な
け
れ
ば
」
と
い
う
表
現

に
「
セ
ン
バ
」
を
使
う
な
ど
、
長
崎
や
熊
本
な
ど
で
話
さ
れ
る
肥
筑
方
言

的
な
特
徴
が
多
分
に
見
ら
れ
る
こ
と
（
②
）
か
ら
、
種
子
島
方
言
の
従
来

の
位
置
づ
け
を
見

直
す
研
究
も
あ

る
。
植
村
（
二
〇

〇
一
）
は
種
子
島

方
言
を
図
８

－

34

の
よ
う
に
位
置
づ

け
て
い
る
。

本
市
で
話
さ
れ

て
い
る
方
言
も
、

中
種
子
町
・
南
種

子
町
で
話
さ
れ
て
い
る
方
言
も
、
種
子
島
方
言
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
が
、
両
者
は
接
続
助
詞
「
テ
、
デ
」
に
現
れ
る
音
声
に
顕

著
な
違
い
が
あ
る
。
一
般
に
本
市
で
は
「
ア
ケ
テ
（
開
け
て
）」「
ノ
ー
デ

（
飲
ん
で
）」、
中
種
子
町
以
南
で
は
「
ア
ケ
チ
ェ
」「
ノ
ー
ヂ
ェ
」
と
発
音

さ
れ
、
こ
の
違
い
に
つ
い
て
島
民
も
強
く
意
識
し
て
い
る
。

本
市
内
の
地
域
差
に
つ
い
て
は
、
源
氏
の
追
手
伝
説
が
残
る
立
山
や
見

和
氏
、
禰
寝
氏
と
つ
な
が
り
が
あ
る
現
和
の
言
葉
が
変
わ
っ
て
い
る
と
よ

く
言
わ
れ
る
が
、
大
ま
か
に
は
「
市
内
の
東
西
で
言
葉
が
違
う
」
と
市
民

に
は
意
識
さ
れ
て
い
る
。
第
二
、
三
節
に
示
す
よ
う
に
ア
ク
セ
ン
ト
の
違

い
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
語
彙
の
差
異
を
紹
介
す
る
。
例
え
ば
、「
サ
ン
ゴ
」

を
西
海
岸
の
多
く
の
集
落
で
は
「
ガ
セ
」
と
呼
ぶ
の
に
対
し
、
東
海
岸
の

多
く
の
集
落
で
は
「
イ
ン
バ
」
と
呼
ぶ
。

図
８

－

35
は
、
川
な
ど
で
よ
く
見
ら
れ
る
小
型
の
ハ
ゼ
類
を
何
と
呼
ぶ

か
を
地
図
上
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。

市
内
広
域
で
「
ツ
ク
ラ
ン
ピ
ョ
ー
」
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
国

上
や
安
納
な
ど
東
部
で
は
「
ウ
ン
ダ
ラ
ー
」
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
る
。

伊
関
に
「
ド
ン
コ
」
と
い
う
語
形
が
固
ま
っ
て
見
ら
れ
る
の
は
特
徴
的
で

あ
る
。

図
８

－

36
は
、
ツ
ル
ソ
バ
と
い
う
植
物
を
何
と
呼
ぶ
か
を
地
図
上
に
プ

ロ
ッ
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。
イ
モ
ー
メ
、
イ
モ
ー
メ
ン
、
イ
ボ
ー
ベ
ン
な

ど
多
く
の
語
形
が
観
察
さ
れ
る
が
、
本
市
西
南
端
の
住
吉
深
川
で
は
「
イ
ー

ゴ
ン
メ
」
と
最
初
の
音
節
が
長
く
伸
び
る
。
植
村
（
二
〇
〇
一
）
に
よ
れ

ば
本
市
南
部
に
接
す
る
中
種
子
町
で
も
「
イ
ー
ボ
ン
ベ
ー
」
と
最
初
の
音

図８－34　種子島方言の位置づけ
（植村2001）
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節
が
伸
び
て
お
り
、
興
味
深
い
。
古
田
二
本
松
で
は
「
シ
ュ
ー
メ
」
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
移
住
者
の
言
語
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
本
市
に
は
明
治

期
以
降
の
移
住
に
よ
っ
て
で
き
た
集
落
が
多
数
あ
り
、
東
西
の
差
だ
け
で

な
く
移
住
集
落
と
本
市
在
来
集
落
と
の
方
言
差
も
あ
る
。
例
え
ば
、
国
上

野
木
平
集
落
の
高
年
層
は
、「
あ
な
た
」
の
こ
と
を
「
ア
ッ
コ
」
と
言
う
が
、

こ
れ
は
甑
島
手
打
か
ら
移
住
し
て
き
た
先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
た
言
葉
で

あ
る
。

第
二
節　
研
究
と
継
承
活
動
の
歴
史

本
市
で
話
さ
れ
て
い
る
方
言
の
研
究
は
、
鮫
島
（
一
九
三
三
）
や
井
上

（
一
九
三
三
）
に
よ
る
語
彙
の
収
集
に
始
ま
る
。
文
法
・
音
韻
に
関
し
て
は
、

上
村
（
一
九
五
九
）
が
現
時
点
で
最
も
詳
細
な
研
究
で
あ
る
。
ア
ク
セ
ン

ト
に
つ
い
て
は
、
西
之
表
地
区
の
調
査
結
果
を
平
山
（
一
九
六
七
）
や
上

村
（
一
九
七
〇
）
が
報
告
し
て
い
る
が
、
本
市
内
で
あ
っ
て
も
集
落
に
よ
っ

て
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
が
近
年
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
（
木
部　

二

〇
〇
〇
、
荒
河　

二
〇
一
五
、
荒
河　

二
〇
二
三
）。
文
表
現
方
法
に
関

し
て
は
、
瀬
戸
口
修
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
る
一
連
の
研
究
が
あ
る

（
瀬
戸
口　

二
〇
〇
一
）。

ま
た
、
前
節
で
本
市
内
の
移
住

集
落
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
そ
れ

ら
移
住
集
落
で
話
さ
れ
て
い
る
諸

方
言
の
語
彙
、
音
声
、
文
法
を
体

系
的
に
ま
と
め
た
研
究
は
全
く
な

い
た
め
、
早
急
な
調
査
が
望
ま
れ

る
。マ

ス
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
や
核
家

族
化
の
進
行
に
よ
り
、
本
市
に
お

い
て
も
若
年
層
が
方
言
を
話
す
場

面
は
非
常
に
少
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
。

図８－36　ツルソバの方言差 図８－35　ハゼ類の方言差

ぢろの会による「わらべうた」
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そ
の
よ
う
な
状
況
を
憂
え
て
、
本
市
の
子
ど
も
た
ち
に
方
言
や
昔
話
を

継
承
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
種
子
島
の

語
り
部 
ぢ
ろ
の
会
」
が
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
児
童
ク
ラ
ブ
や
小
学
校

を
訪
問
し
て
の
民
話
の
語
り
や
民
話
集
、
方
言
を
使
っ
た
グ
ッ
ズ
の
製
作

等
、
精
力
的
な
取
組
を
続
け
て
い
る
。
西
之
表
市
教
育
委
員
会
は
各
校
区

の
方
言
収
集
を
行
い
、
平
成
十
二
年
（
一
九
九
九
）
に
方
言
集
を
発
行
し

た
。
今
後
も
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
本
市
で
話
さ
れ
て
い
る
方

言
の
記
録
調
査
と
継
承
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

第
三
節　
音　
　
　
韻

本
市
で
話
さ
れ
て
い
る
方
言
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
鹿
児
島
本
土
に
見

ら
れ
る
入
声
化
と
い
う
つ
ま
る
音
が
な
く
、
他
地
域
の
人
に
と
っ
て
は
聞

き
取
り
や
す
い
と
言
わ
れ
る
（
上
村　

一
九
五
九
）。
鹿
児
島
本
土
で
「
ア

イ
（ai

）」
の
母
音
連
続
は
「
エ
（e

）」
に
変
化
す
る
が
、
本
市
で
は
「
ア
ー

（a:

）」
と
な
り
、
例
え
ば
「
灰
」
は
「
ハ
ー
」
と
発
音
さ
れ
る
。

九
州
で
よ
く
見
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
開
合
の
区
別
は
な
い
。

「aw
a

」
と
い
う
音
の
連
続
は
「
オ
ー（o:

）」
に
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
。

前
述
の
住
吉
深
川
集
落
は
、「
フ
カ
ゴ
ー
」
と
発
音
さ
れ
る
。
ア
行
で
終

わ
る
名
詞
に
主
題
の
「
ワ
」
が
後
続
し
た
場
合
も
、
こ
の
変
化
が
適
用
さ

れ
る
。（
例
：
コ
ン　

ハ
ノ
ー　

キ
レ
ー
カ
ナ
ー
（
こ
の
花
は
綺
麗
だ
ね
））

バ
行
、
マ
行
、
ワ
行
動
詞
の
テ
形
、
タ
形
（
過
去
）
は
、
ウ
音
便
と
な

る
。「
飛
ん
で
」
は
「
ト
ー
デ
」、「
買
っ
た
」
は
「
コ
ー
タ
」
と
発
音
さ

れ
る
。

カ
行
、
ガ
行
、
サ
行
動
詞
の
テ
形
、
タ
形
（
過
去
）
は
、
イ
音
便
と
な

る
。「
書
い
て
」
は
「
カ
ー
テ
」、「
貸
し
て
」
は
「
カ
イ
テ
」
と
な
り
、「
ア

イ
（ai

）」
が
「
ア
ー
（a:

）」
と
な
る
母
音
連
続
の
規
則
に
よ
っ
て
こ
れ

も
「
カ
ー
テ
」
と
な
る
。

ア
ク
セ
ン
ト

か
つ
て
は
、
単
語
の
意
味
を
ア
ク
セ
ン
ト
で
区
別
し
な
い
無
ア
ク
セ
ン

ト
で
あ
る
と
い
う
説
（
上
村　

一
九
七
〇
）
と
ア
ク
セ
ン
ト
の
区
別
が
二
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パ
タ
ー
ン
し
か
な
い
二
型
ア
ク

セ
ン
ト
で
あ
る
と
い
う
説
（
平

山　

一
九
六
七
）
と
で
意
見
が

対
立
し
て
い
た
が
、
木
部
（
二

〇
〇
〇
）
に
よ
れ
ば
本
市
の
中

で
も
西
之
表
と
住
吉
の
方
言
は

二
型
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
り
、
二

地
区
は
同
様
の
体
系
を
持
つ
。

以
下
、
慣
例
に
従
っ
て
二
つ
の

型
の
う
ち
一
方
を
Ａ
型
、
も
う

片
方
を
Ｂ
型
と
呼
ぶ
。
西
之
表

方
言
の
Ａ
型
は
、
文
節
内
に
顕

著
な
下
が
り
目
の
な
い
型
で
あ

り
、
Ｂ
型
は
前
か
ら
二
拍
目
が

高
く
、
最
終
拍
に
向
か
っ
て
下

降
す
る
型
で
あ
る
（
荒
河　

二

〇
一
五
）。

一
方
、
本
市
東
部
で
話
さ
れ

て
い
る
伊
関
浜
脇
方
言
の
ア
ク

セ
ン
ト
の
仕
組
み
は
、
西
之
表

や
住
吉
の
方
言
と
は
全
く
異
な

る
（
荒
河　

二
〇
一
五
）。
伊

関
浜
脇
方
言
の
Ａ
型
は
前
か
ら
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図８－38　伊関浜脇方言「言い切り形」のアクセント

Ａ型「名前も」（ナ［マ］エモ）

Ｂ型「蓬も」（ヨ［モ］ギ［モ］）

図８－37　 西之表方言のアクセント

Ａ型「水回り」（ミ［ズマワリ）

Ｂ型「鬼瓦」（オ［ニ］ガワラ）
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二
拍
目
が
高
く
、
そ
こ
か
ら
最
終
拍
に
向
か
っ
て
下
降
す
る
。
そ
れ
に
対

し
て
Ｂ
型
は
、「
言
い
切
り
形
」
と
「
接
続
形
」
と
で
音
調
型
が
異
な
る

と
い
う
特
徴
が
あ
る
。「
言
い
切
り
形
」
と
は
、
他
の
文
節
が
後
ろ
に
続

か
な
い
場
合
に
現
れ
る
音
調
型
で
、「
接
続
形
」
と
は
他
の
文
節
が
後
ろ

に
続
く
場
合
の
音
調
型
で
あ
る
。
伊
関
浜
脇
方
言
の
Ｂ
型
の
接
続
形
は
、

Ａ
型
の
音
調
型
と
類
似
し
、
前
か
ら
二
拍
目
が
高
く
、
そ
の
後
下
降
す
る

音
調
型
で
あ
る
の
に
対
し
、
言
い
切
り
形
は
、
二
拍
目
に
加
え
て
最
終
拍

も
高
く
な
る
、
い
わ
ゆ
る
「
重
起
伏
調
」
の
型
で
あ
る
。

ま
た
、
本
市
南
東
部
で
話
さ
れ
て
い
る
安
城
下
之
町
方
言
の
高
年
層
話

者
の
発
話
に
は
、
屋
久
島
で
話
さ
れ
て
い
る
諸
方
言
と
類
似
し
た
音
調
型

が
観
察
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
荒
河　

二
〇
二
三
）。

今
後
も
本
市
各
集
落
の
詳
細
な
ア
ク
セ
ン
ト
調
査
を
行
う
こ
と
で
、
各

方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
仕
組
み
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
れ
ら
を
比
較
す
る

こ
と
で
、
本
市
で
話
さ
れ
て
い
る
諸
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
ど
の
よ
う
に

し
て
生
ま
れ
た
の
か
、
そ
の
歴
史
的
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。

第
四
節　
文　
　
　
法

本
市
で
話
さ
れ
て
い
る
方
言
は
、
動
詞
の
旧
下
二
段
活
用
の
残
存
や
「
ゴ

タ
ル
（
～
の
よ
う
だ
、
～
し
た
い
）」、
準
体
助
詞
の
「
ト
（
の
）」
な
ど

九
州
方
言
に
広
く
見
ら
れ
る
特
徴
を
持
つ
。
そ
れ
ら
に
加
え
、
薩
隅
方
言

的
な
「
～
ガ 

ナ
ル
（
～
で
き
る
）」、
進
行
を
表
す
「
～
カ
タ
（
～
し
て

い
る
）」
な
ど
も
使
わ
れ
る
。
係
り
結
び
（
～
こ
そ
～
け
れ
）
の
残
存
な
ど
、

そ
の
他
に
も
文
法
的
に
興
味
深
い
こ
と
が
多
数
あ
る
。
動
詞
・
形
容
詞
の

変
化
に
つ
い
て
は
、
上
村
（
一
九
五
九
）
が
詳
し
い
の
で
そ
ち
ら
に
譲
り
、

紙
幅
の
都
合
で
本
節
で
は
文
法
事
項
の
ご
く
一
部
を
紹
介
す
る
に
と
ど
め

る
。代　

名　
詞

一
人
称
は
「
オ
イ
」
や
「
ド
モ
」、「
ド
ン
」。
二
人
称
は
「
オ
ゼ
」、

「
ワ
ー
」。
三
人
称
は
「
ヌ
シ
」
や
「
ア
イ
」。
見
下
し
た
言
い
方
に
「
ウ

ナ
（
お
ま
え
）」
が
あ
る
。
複
数
は
そ
れ
ぞ
れ
「
～
タ
チ
」
や
「
～
ナ
ン
ド
」

な
ど
を
付
け
る
。

格　
助　
詞

主
格
は
「
ガ
」
で
あ
る
が
、
主
語
が
二
人
称
の
と
き
は
「
ノ
」
が
使
わ

れ
や
す
い
（
例
：
ワ
ー
ノ　

セ
ー
ヨ
（
お
前
が
し
ろ
よ
））。

ま
た
、
目
上
の
人
が
主
語
の
と
き
も
ノ
が
好
ま
れ
る
（
例
：
セ
ン
セ
ー

ノ　

ワ
セ
タ
ロ
ー
（
先
生
が
来
ら
れ
た
よ
））。
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属
格
は
「
ノ
、
ン
」
が
使
わ
れ
る
が
、
人
の
所
属
物
を
表
す
と
き
は
「
ガ
」

が
優
先
し
て
使
わ
れ
る
（
例
：
オ
イ
ガ
ト
（
私
の
も
の
））。

対
格
は
「
オ
、
オ
バ
」
で
、
肥
筑
方
言
の
よ
う
に
「
バ
」
は
使
わ
な
い
。

与
格
は
「
イ
、
ニ
」。
東
京
で
は
「
ガ
」
が
使
わ
れ
る
状
況
で
与
格
が

現
れ
る
こ
と
が
あ
る
（
例
：
カ
ミ
ナ
リ
ー　

オ
ソ
シ
カ
（
雷
が
怖
い
）、

イ
ン
ニ　

ス
カ
ン
（
犬
が
好
き
じ
ゃ
な
い
））。

移
動
先
の
場
所
を
表
す
助
詞
と
し
て
「
サ
ナ
ー
」
も
あ
る
。
国
上
や
伊

関
で
は
「
サ
マ
ー
」（
例
：
マ
チ
サ
ナ
ー　

イ
ク
（
町
に
行
く
））。

動
作
の
進
行
、
完
了
を
表
す
に
は
「
オ
ル
」、「
ト
ル
」
が
使
わ
れ
る
（
例
：

カ
キ
オ
イ
（
今
書
い
て
い
る
）、
カ
ー
ト
イ
（
も
う
書
い
て
い
る
））。

敬
語
に
つ
い
て
は
、「
申
す
言
葉
」
と
呼
ば
れ
る
、「
モ
ー
ス
」
を
付
加

す
る
表
現
が
多
用
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
消
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る

（
例
：
オ
ジ
ャ
リ
モ
ー
セ
（
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
））。

「
ル
、
ラ
ル
」
を
用
い
る
方
法
も
あ
る
（
例
：
ド
ケ
ー　

イ
カ
ッ
ト
？（
ど

こ
に
行
き
な
さ
る
の
？
））。

ま
た
、
肥
筑
方
言
で
広
く
尊
敬
の
意
を
表
す
「
ス
、
ラ
ス
」
を
動
詞
に

付
け
る
と
、
本
市
で
は
相
手
を
見
下
し
た
表
現
と
な
る
（
例
：
ア
ン
タ
ー　

ナ
イ
モ　

サ
ッ
サ
ン
ヨ
ー
ス
ノ
（
あ
い
つ
は
何
も
し
な
い
く
せ
に
））。

原
因
・
理
由
の
接
続
助
詞
は
「
カ
ラ
」
で
あ
る
（
例
：
オ
ー
ア
メ
ヤ
カ

ラ　

フ
ネ
ガ　

デ
ラ
ン
ヤ
ッ
タ
（
大
雨
だ
か
ら
船
が
出
な
か
っ
た
））。

仮
定
の
接
続
助
詞
に
は
「
ギ
リ
ー
」
を
述
語
の
タ
形
に
付
け
る
（
例
：

ソ
ケ
ー　

イ
タ
ギ
リ
ー　

イ
ケ
ン
ド
ー
（
そ
こ
に
行
っ
た
ら
い
け
な
い

よ
））。

人
か
ら
聞
い
た
情
報
や
自
分
で
見
た
情
報
に
基
づ
い
て
発
言
す
る
と
き
、

「
ケ
ン
デ
」
や
「
ゲ
ー
ナ
ー
」
を
付
け
る
（
例
：
ソ
ー
ジ 

シ
タ
ケ
ン
デ
（
掃

除
し
た
み
た
い
で
）、
ア
メ
ヤ 

ゲ
ー
ナ
ー
ナ
（
雨
ら
し
い
ね
））。

「
～
じ
ゃ
な
い
か
な
？
」
と
相
手
の
意
向
を
確
認
す
る
と
き
、「
ナ
ッ
カ
」

を
付
け
る
（
例
：
イ
ケ
ン
ナ
ッ
カ
？
（
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
））。

新
し
い
発
見
が
あ
っ
た
と
き
や
納
得
し
た
と
き
、「
ケ
リ
ャ
ー
」
を
付

け
る
。（
例
：
コ
ケ
ー　

ア
ッ
タ
ケ
リ
ャ
ー
（
こ
こ
に
あ
っ
た
の
か
！
）

勧
誘
・
提
案
は
、
動
詞
の
意
志
形
に
「
ワ
イ
」
を
付
け
る
（
例
：
シ
ョ
ー

ワ
イ
（
し
よ
う
よ
））。

肯
定
の
返
事
は
「
オ
ヨ
」、
否
定
の
返
事
は
「
ン
ニ
ャ
」。
驚
い
た
と
き

は
「
ア
バ
」
と
言
う
が
、
本
市
南
部
の
中
割
で
は
、
中
種
子
町
以
南
で
よ

く
聞
か
れ
る
「
キ
ェ
ッ
」
も
使
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。




